
To  Of f i ce  o f  Ex p e r im en ta l  　　　 Da te  2 0 0 4 .3 . 8         

P l an n in g  an d  Co o r d in a t io n

MA CH INE  TI ME  EX EC UTI ON

RE PO RT (2 0 0 3 -6 - 1   CY CL E)

Ex p e r im en ta l  Gr o u p
　 E54 6(πAX)

 Re p o r te r
　篠原厚

Sc h e d u l ed  Pe r i o d
an d  Sh i f t

2 /2 3 1 7:00  –  3 /5  9 :0 0
3 1 shi ft s  Ma in ,  Su b ,  Pa ra

 
Para

Ex p e r im en te rs   二宮、杉浦、笠松、菊永、佐藤、吉村、高宮、浜島、横山、篠原

SU MM ARY  OF  EX EC UTI ON  AN D RE SU LTS

１）セットアップ立ち上げ

・チェンバーのセット、カウンターセット

・チェンバー立ち上げ、テスト

・ビームチューニング

２）基礎データ収集・本測定

３）結果

・新セットアップの立ち上げ完了

・前回よりビーム効率が向上し、有効な測定が出来た。

・電子 X線のエネルギー測定

　（Mo、 Sn、 Ba、 Nd、 Gd、 Dy、 Ho、 Yb、 Ta、 Hg、 Pb　 各金属箔もしくは酸化物）

・ X線の相関測定

　（Mo、Mo酸化物、 Sn、 Sn酸化物、 Sn硫化物、 Sn+S混合物）

EX EC UTE D MA CH INE  TI ME ,  BE AM  CO ND ITI ON ,  DO W N  TI ME  e t c .

マシンタイム： 3 1× 1 . 0 / 1 .0＝ 3 1 sh i f t s

ビーム状態：安定 1 . 0× 1 0 1 2 p p p

Do wn Tim e：特に二月中　 約 0 . 5 s h i f t sダウン

CO MM ENT S

・立ち上げ終了。測定は比較的順調に行われました。

・冷却系の修理のためビームが止まるかもしれないとのことで、測定を優先させた電

子 X線のエネルギーについては十分な測定が出来ましたが、 X線の相関測定について

は予定以上に多く前者の測定に時間を費やしたため、十分な統計が得られなかった。


